
～2020 ～2030 

要素技術等a-1 

要素技術等a-2 

要素技術等a-3 

ロードマップの策定イメージと「各マイルストーンでの目指す姿」の標語（案）について 

～2050 

安全技術システムa 

要素技術等b-1 

要素技術等b-2 

要素技術等b-3 

安全技術システムb 

科
学
的
な
規
律
や
知
見
に
基
づ
く
自
律
的
な
安
全
性
向
上
の
取
組
を
強
固

な
も
の
と
し
、
軽
水
炉
安
全
技
術
及
び
人
材
を
継
続
的
に
維
持
・
発
展
で
き

る
枠
組
み
を
構
築
す
る
。 

自
律
的
な
安
全
性
向
上
の
取
組
や
枠
組
み
に
対
す
る
信
頼
の
下
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
構
造
に
お
け
る
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
原
子
力
が

適
切
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
安
全
確
保
に
必
要
な
投
資
を
着
実
に
実
施
し

残
余
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
。 

原
子
力
が
世
界
の
温
暖
化
対
策
や
持
続
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
安
定
的

な
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
、
原
子
力
利
用
の
デ
メ
リ
ッ
ト
の
低
減
と
メ
リ
ッ

ト
の
向
上
を
更
に
進
め
、
技
術
・人
材
の
両
面
で
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
。 

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
作
成 
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※１ 安全技術システムの例 ： ECCS, IVR (In-Vessel Retention), 免震システム 
※２ 要素技術等の例 ： 耐熱性、高燃焼度燃料、施工性、人間信頼性解析、センシング 
※３ Deploymentまでのロードマップを描くことにより、電源構成に占める原子力発電の割合にまで直接的に影響する

ような安全技術システム及び要素技術については、ロードマップを描く範囲をDemonstrationまでとする。 
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